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第 6 次 DCC の目的  

ボ  

 
 

第６次 DCC では、これまでの DCC の活動の中で築いてきた基盤やノウハウを継承し早稲田大学が

「Waseda Vision 150」で掲げる理想（グローバルリーダー育成のための教育体系の再構築、対話

型・問題発見・解決型授業への移行、教育と学修内容の公開など）の実現を目指し、ICT 活用によ

る新たな価値の創造を目指します。 

 具体的には、ICT を活用した教育をさらに推進することにより、リアルな授業を革新（対話型・

問題発見・解決型授業への移行）し、その成果を公開することにより、オープン教育ネットワーク

の展開につなげていきます（教育と学修内容の公開）。また国際化の次なる段階を視野に入れつつ、

多文化融合社会を生き抜くグローバル人材の育成を目指します（グローバルリーダー育成のための

教育体系の再構築）。 

 さらには、それらの成果をもとに産学連携をベースとした知の国際連携のもと ACC （Asia 

Cyberlearning Community）を実現し、社会貢献を果たします。  

 
◆第６次 DCC 活動内容 

１．ボーダレスな知の循環による教育改革 

２．国際化の次なる段階を生き抜くグローバル人材の育成 

３．産学連携による知の国際連携 
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１．ボーダレスな知の循環による教育改革 

１）授業システム・授業形態の革新 
2015 年度は ICT を活用した教育支援システムのさらなる普及により「対話型、問題発見・解決型授業」

への移行を実現します。リアルな授業に革新をあたえる ICT 活用を視野に入れ、システムを提供するだ

けにとどまらず、効果的な活用法を提示し、普及の仕組みについてもあわせて検討してきました。 

 

（１）いつでもどこでも学習可能なモバイルラーニング環境の実現 

 LMS モバイル対応 

全学の共通情報基盤「Waseda-net ポータル」と授業支援システム「Course N@vi」を統合し、利

用者の資格に応じた活動に即したマイページや、自立型学修ポートフォリオ、学生カルテを含む新

たなコミュニケーション基盤としてポータルシステム「MyWaseda」を整備しています。「MyWaseda」

では、PC だけでなくスマートフォンやタブレットにも、画面サイズに応じて最適化して表示する

ことが可能です。2016 年春学期よりトライアル運用を予定している授業支援機能では、学生の活動

や提出物を学生間でピアレビューする機能や、教員が事前に準備した評価基準（ルーブリック）を

もとに学生が自己採点等を行う機能、その他授業中に活用することで学習効果を高めることができ

る機能などのリリースを予定しています。 

 

 

 

 モバイル向けコンテンツ配信環境整備 

「いつでもどこでも」学習できる環境を提供するため、動画コンテンツのモバイル配信に対応し

ました。モバイルデバイス向けの動画配信方式については、MP4 形式のフォーマットを HLS

（HttpLiveStreaming）配信することとし、既存コンテンツの変換と配信環境の整備を進め、2015

年 9 月までにすべてのコンテンツについて変換を完了しています。これにより、学生の事前事後学

習時間の向上と学習効果の向上が期待されます。また、今後は CTLT と連携して学習ログを分析し、

より効果的なコンテンツの開発・普及につなげます。 
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 Web 版クリッカー「わせポチ」の活用促進 

   2014 年度のトライアルを経て、Web 版クリッカー「わせポチ」を正式リリースしました。 

 

【正式版で追加された主な機能】 

集計画面 

・大教室での視認性を高めるため、文字サイズを拡大。 

・アクセスキーを常に表示するように変更。 

・任意で設問文や選択肢内容を入力できるように変更。 

・回答受付の一時停止ボタンの追加。 

・グラフや回答一覧の表示・非表示の切替ボタンを追加。 

・自動更新で画面の表示位置がリセットされないように修正。 

出題設定 
・選択肢数の設定が可能となり、無関係な選択肢の回答を防止。 

・回答者の認証機能を追加。認証する場合は、複数回回答の制限が可能。 

その他 ・集計結果のダウンロード機能を追加。 

 

  「わせポチ」の活用促進を目的とし、以下の施策を実施しました。 

 

① 「Active Learning Tips 動画」を制作し、大学総合研究センターWeb サイトにて公開しました。 

 

 
 

 

【わせポチ導入編】 【ピアインストラクション編】 

 

② 「わせポチ」を活用した教育手法（ピアインストラクション）に関するセミナーを開催しました。 

開催日時・場所 2015 年 11 月 25 日（水） 

於：早稲田キャンパス 3 号館 2階 CTLT Classroom2、3 

タイトル クリッカーを活用したピアインストラクション 

講師 新田 英雄（東京学芸大学物理科教授） 
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③ スマートフォン、タブレットを所有していない学生に対する貸し出し用の Android 端末を導入し、

CTLT Classroom（3号館 2階）で利用できる環境を整えました。 

 

④ 「わせポチ」を活用した事例で 3 名の教員が第 3 回 WASEDA e-Teaching Award にエントリーしまし

た。 

タイトル 教員 備考 

web クリッカーの活用で、より深く考えさせる

参加型の授業を目指す 

吉永 武史 

（スポーツ科学学術院准教授） 

 

クリッカーの導入で議論を活性化。理系の分野

でも対話型授業が可能に 

山名 早人 

（理工学術院教授） 

Award 受賞 

2 タイプのクリッカーの長所・短所を導入事例

と学生の声から検証。より効果的な活用方法を

提案する 

三尾 忠男 

（教育・総合科学学術院教授） 

Award 受賞 

 

 

（２）リアルな授業を革新する ICT 活用の推進 

 第 3回 WASEDA e-Teaching Award 開催 

WASEDA e-Teaching Award は、早稲田大学における ICT を

活用した授業の Good Practice を表彰しています。特に教育

効果を上げている ICT 活用教育事例を表彰し、顕在化させ、

その教員と教育手法を早稲田大学の優れた教育事例として

公開することで、本学の教育内容の透明化を進め、社会から

の評価を求めることを目指しています。 

 本 Award にエントリーされた取り組みには、DCC の支援に

よって確立された ICT 活用教育の手法が反映されているも

のが多くあります。2014 年度の第 3 回には、大学総合研究

センターが 2014年 10月より新たに支援を開始した 3号館 2

階 CTLT Classroom における事例も加わり、14 件の ICT を活

用した幅広い e-Teaching の取り組みが集まりました。 

審査員による厳正な審査ならびに学生・教職員からの一般

投票により、以下とおり 7 件の授賞を決定し、2015 年 5 月

29 日に表彰式および受賞者講演を実施しました。また、惜

しくも受賞を逃した事例も、甲乙つけがたい優れた取り組み

であることから、「WASEDA e-Teaching Good Practice 賞」

を授与しました。 

 

【WASEDA e-Teaching Award 大賞】 

タイトル 教員 

新設された 3号館 CTLT Classroom でスマートフ

ォンも活用。LINE の利用で学生のインタラクシ

ョンも活発に 

砂岡 和子（政治経済学術院教授）  
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【WASEDA e-Teaching Award】 

タイトル 教員 

LiveOn や Course N@vi の掲示板に加えて、フェ

イスブックも活用することで実りあるアクティ

ブ・ラーニングを実践 

鈴木 利彦（商学学術院准教授） 

 

高等学院情報科で反転授業を実践。挙手が増え

て生徒の主体性が向上した 

橘 孝博（高等学院教諭） 

 

聴覚障がいを補うチャットの活用が学生の参加

を促し授業を活性化 

中條 美和（高等研究所助教 ※受賞当時） 

 

2 タイプのクリッカーの長所・短所を導入事例

と学生の声から検証 より効果的な活用方法を

提案する 

三尾 忠男（教育・総合科学学術院教授） 

 

オンデマンドと遠隔チュートリアルで 全国の

キャンパスに留学生向け日本語授業を開講 

 

日本語教育研究センター オンデマンド講義ワ

ーキンググループ  

代表 宮崎 七湖（日本語教育研究センター准

教授 ※受賞当時） 

クリッカーの導入で議論を活性化。理系の分野

でも対話型授業が可能に 

山名 早人（理工学術院教授） 

 

【第 4回 e-Teaching Award 実施に向けて】 

 

2015 年度には第 4 回 WASEDA e-Teaching Award を

実施しており、15 件のエントリーがありました。第 4

回は、第 1回～3回の受賞者を審査員とし、審査員に

よる審査ならびに学生・教職員からの一般投票により

授賞事例を決定します。表彰式は 2016 年 5 月を予定

しています。 
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（３） 対話型、問題発見・解決型教育を実現する学習環境の創造 

 対話型、問題発見・解決型授業への移行―3号館 2 階 CTLT Classroom＆W Space 

3 号館 2 階 CTLT Classroom において、2015 年度も授業支援および教育手法の研究・開発に取り

組みました。電子ペーパーの運用に加え、貸出用端末（スマホ、タブレット）を導入し、情報機器

の推進と授業支援の拡充をしました。グループ学習室 W Space では、PCやプロジェクターも貸し出

しており、授業前後の学びを深める場として支援しました。 

 

【教室の概要】 

 CTLT Classroom 1/2/3（定員：40,60,60 名） 

通常の教室の機能に加え、什器や ICT 機器を充実させ、 

教育手法の研究開発の実践フィールドにしていきます。 

  
 

 

 

タッチパネル操作卓 電子黒板 Wivia 自動収録 

 

 W Space1～7（定員：4～12 名） 

CTLT Classroom に隣接している学生のグループ学習室です。 

ノート PCやプロジェクターの貸し出しを行っているのが特徴です。 

 
※「W Space」とは、Waseda Vision 150 の下設置された、学生のグループ学習等、複数人での学習を目的としたスペー

スです。学生が大学への提言をプレゼンしあう Waseda Vision 150 Student Competition（2012 年度）にて金賞を受賞し

た「チームわせ女」が提案した、学生が交流や活動などで気軽に使用することが出来るスペースを具現化した施設です。 
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 7 号館 W Space 

3 号館 2階に引き続き、2015 年 10 月には 7号館 1階にオープンしました。3号館同様の個別のブ

ースに加え、ベンチシートブース、畳エリア等、様々な用途に合わせたスペースがあります。また、

従来のプロジェクターやディスプレイに限らず、電子黒板、Wivia、Tidebreak 等グループワークを

サポートする ICT 機器がそろっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

運営は、早稲田ポータルオフィスを中心に、大学公式プロジェクト「こうはいナビ」

の学生スタッフが受付業務を担っています。今後、学生目線でラーニング・コモンズ

活用方法、学習支援策の企画、実施につなげていきます。 

 
こうはいナビ公式キャラクター「なびぴょん」 

  

定員 8 名の個室。画

面を共有しながらグ

ループワークを行う

こ と が で き る

Tidebreak が設置さ

れています。 

定員 6 名の個室。ホワイトボ

ードが設置されています。 

個人学習スペース。

私語厳禁です。 

ディスプレイ・ホワ

イトボード、電子黒

板などが設置されて

います。予約なしで

利用することのでき

るスペースもありま

す。 
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 デジタルペーパー活用促進 

 「デジタルペーパー」を、授業の中でより効果的に活用するため、履修データと連携して課題の

提出・添削・返却ができる「授業支援ソリューション」を試験的に導入し、複数の科目においてト

ライアル利用を実施しました。紙と同じように扱えるデジタルペーパーを活用することで手書きの

利点を生かした学習が可能となるとともに、授業支援ソリューションの導入により採点やフィード

バックの効率化、さらには手書きレポートの電子化によるポートフォリオとの連携も進むことが期

待されます。 

2016 年度には MyWaseda ならびにオンラインストレージとの連携を視野に入れ、さらなる改善と

活用促進をはかります。 

 

 
[出典：ソニー株式会社 Web サイト(https://www.sony.jp/msc/enjoy/products/feature/20140403/)] 

 

【2015 年度 授業支援ソリューション利用科目】 

科目名 担当教員 

ゼミ・論文指導 畠山 卓朗  

（人間科学学術院教授） 

ゼミ・論文指導 大鹿 智基  

（商学学術院教授） 

情報メディア教育論 

教育工学 

森田 裕介 

（人間科学学術院准教授） 

アカデミックリスニング GEC 
 

 
【畠山 卓朗 人間科学学術院教授】 

 

  

https://www.sony.jp/msc/enjoy/products/feature/20140403/
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 アクティブラーニング検討部会 

【目的】 

DCC 会員企業のシステムやソリューション等を活用した理想的なアクティブラーニングの 

展開モデルについて検討します。 

 

【2015 年度目標】 

①3号館 2階 CTLT Classroom 利用科目をターゲットとしたアクティブラーニング支援を実施 

②ラーニング・コモンズ、W Space における ICT 活用提案を行います。 

③国内外の事例調査、情報共有を進め、アクティブラーニングについて研究します。 

 

【2015 年度体制】 

 部会名 座長 副座長 メンバー 

アクティブラーニング SBSC 東和エンジニアリング NEC、PSN、DCC 事務局 

（CTC,アルファコンピュータ） 

SBSC：ソニービジネスソリューション株式会社 

NEC : 日本電気株式会社 

PSN： パナソニックシステムネットワークス株式会社 

CTC:  伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

 

【2015 年度活動概要】 

①事会員・準幹事会員が保有するツール、ソリューションについて情報共有を行いました。 

②授業を構成する要素（アクティビティ）ごとに教育手法やツール、ソリューションなどをマッ

ピングし、アクティブラーニングを支援する ICT 活用モデルについて検討を行いました。 

 ③以下の科目について、授業の現状と課題の把握、具体的な支援策の検討を目的とした授業見学

を行いました。     

科目名 担当教員名 

特別支援教育 三尾 忠男 （教育・総合科学学術院教授） 

教育方法学 三尾 忠男 （教育・総合科学学術院教授） 

政治学演習α 栗崎 周平 （政治経済学術院准教授） 

複合文化演習 神尾 達之 （教育・総合科学学術院教授） 

福田 育弘 （教育・総合科学学術院教授） 

体験の言語化 岩井 雪乃 （ボランティアセンター准教授） 

④②で整理したマトリクス表をもとにアクティビティ等を指定して対応する手法ならびにそれ

らの活用事例が検索可能な Web サイトの構築に着手しました。 

⑤2016 年度の具体的な支援科目として以下の 2 科目を選定しました。  

科目名 担当教員名 支援チーム 

特別支援教育 三尾 忠男 （教育・総合科学学

術院教授） 

東和エンジニアリング、PSN 

政治学演習α 栗崎 周平 （政治経済学術院准

教授） 

SBSC、NEC 
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２）学修ポートフォリオの確立と学習意欲の高揚 

  

（１）ポートフォリオシステムの構築と活用 

 学生参画データベース（仮称）の構築 

学生の入学から卒業までのあらゆるアクティビティを可視化することにより、自身の学習成果を

俯瞰したうえで、振り返ることができる機能を MyWaseda より提供するための準備を進めました。 

学籍や履修・成績データならびに Course N@vi に蓄積された学習成果は既にデータベース化され

ている一方で、サークル活動やインターンシップ・ボランティア活動などの学生参画プロジェクト

はデータベース化されていないことから、2015 年度は学生参画プロジェクトを運営する箇所が保有

する各種情報を集約するためのデータベースについて仕様検討を行いました。2015 年度はデータベ

ースの設計とリリースを行い、2016 年度より各データ主管箇所によるデータ登録を開始する予定で

す。2016 年度中に開発予定の MyWaseda のアクティビティシートならびに自立型ポートフォリオと

連携して学生の学びを支援します。 

 

【データベース化に向けたヒアリング概要】 

   学生の課外活動の情報について「どのような人が関わりどのような流れ（業務フロー）」「どのよ

うな情報を取り扱っているか」をヒアリングし、データベースに必要な項目や運用上の課題等を整

理したうえでデータベースを設計しました。 

 

No. 対象箇所 主な課外活動（例） 

1 学生生活課 サークル活動など 

2 キャリアセンター インターンシップ・学生キャリアアドバイザー 

3 
ポータルオフィス（WPO） こうはいナビ 

プロフェッショナルズ・ワークショップ事務局 プロフェッショナルズ・ワークショップ 

4 国際コミュニティセンター （ICC） 学生スタッフリーダー 

5 ボランティアセンター（WAVOC） ボランティア活動・イベント運営 

6 社会連携推進室 社会連携 Project 活動 

7 日本語教育研究センター 日本語授業ボランティア 

8 レジデンスセンター レジデンス・アシスタント 

9 図書館利用者支援課 図書館ボランティアスタッフ 

10 国際教養学部（SILS） 学生キャリアサポーター 

11 広報課 キャンパスツアーガイド 
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【アクティビティシート】 

・目標設定用のアクティビティシートを使って学習の履歴を蓄積できます。 

・小テスト、レポート、成績などのコンテンツや、アクティビティシートで蓄積した学習履歴を教員

は成績管理機能から一覧としてみることができるとともに、学生本人は個人の学修履歴をすべて閲

覧することができるようになります。 

・将来的には、ショーケース機能が実装され、学生が自身の学修成果を範囲を指定して公開できるよ

うにする予定です。 

 
 

（２）学生カルテ機能の提供 

 学習ポートフォリオ／学生カルテの構築と活用 

 MyWaseda の機能として、学生の学習成果のみならず、ボランティアや学内ジョブ、インターンシ

ップ等学生の活動履歴を自動的に収集・蓄積し、学生自身による振り返り学修を支援する自立型ポ

ートフォリオが含まれています。また、ポートフォリオで蓄積した学習成果を活用し、効果的でき

め細やかな学生指導を可能とする「学生カルテ機能」を成績管理機能の一部として構築しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

MyWaseda 

臨時雇用契約管理 

ボランティア履歴 

インターン履歴 

社会連携教育参加履歴 

学修活動 

学習成果 

履修状況 

留学履歴 

研究履歴 
 

 

成績管理/学生カルテ 

学習ポートフォリオ 

 

 

自立型 

ポートフォリオ 

【MyWaseda 連携イメージ】 
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３）オープン教育ネットワークの展開 
 
 全授業公開に向けた教育内容のデジタル化を推進するため、教室授業の自動収録システム等の収録設

備の拡充と整備を行いました。また、国内外の MOOC プラットフォームから講座を配信し、公開コンテ

ンツの拡充と効果的な活用方法の検証を行いました。 

 

（１）教育・学修内容デジタル化推進 

 戸山キャンパス自動収録システム 

戸山キャンパスの 31 号館、32 号館、33号館低層棟の一部教室に、自動収録システムを設置しま

した。自動収録システムでは、あらかじめ収録日時を登録しておけば、教室に設置された固定カメ

ラを用いて教室授業を収録することができます。収録したコンテンツは、Course N@vi や Waseda 

Course Channel などから配信することが可能です。 

収録したコンテンツは以下のような用途での活用が考えられます。 

・次年度以降の欠席者対応や、急な休講の際に活用する 

・初回授業を収録し、科目選択時の参考とする 

・学生のプレゼンテーションを行う授業回を収録し、振り返りに活用する 

2016 年度は自動収録システムの利用科目数を増やし、活用事例を収集し更なる利用につなげます。 

 

【自動収録 画角イメージ】 

あらかじめ MyWaseda から収録日

時の申請を行うと、スケジュール

に従い、教室内に設置されたカメ

ラが起動し、自動収録を行います。

収録を行うとタリーランプが点

灯します。 
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（２）コンテンツの公開と共有 

 JMOOC「しあわせに生きるための心理学～アドラー心理学入門～」 

 早稲田大学のJMOOC講座第二弾となる「しあわせに生きるための心理学～アドラー心理学入門～」 

（向後千春人間科学学術院教授）を開講しました。 

MOOC の他講座と比較しても大変高い修了率（実質 30%）を実現するとともに、反転講座に関して

は受付開始後わずか半日で申込者が定員を超える盛況ぶりでした。JMOOC 講座では類をみない大規

模な反転講座にもかかわらず、受講者には大変好評でした。 

 

【オンラインコース受講結果】 

登録者数 ログイン数 ログイン率 修了者数 登録終了率 ログイン修了率 

3,529 名 2,521 名 71.4% 776 名 22.0% 30.8% 

 

【反転講座 受講結果】 

出席者数 出席者のコース修了者数 出席者のコース修了者率 

166 名 137 名 82.5% 

 

【学習者からの評価など】 

 ・「大変満足」「やや満足」をあわせて 93% 

 ・「理解できた」「やや理解できた」をあわせて 94% 

 ・確認テストの平均正答率は 85% 

 

【プロモーション動画】 【講義映像】 
 

【反転講座】 
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 edX への加盟ならびに第一弾講座の公開 

2015 年 9月 28 日、米国における MOOC の代

表的なプラットフォームである edX と講座配

信に関する提携契約を締結しました。edX は

Harvard 大学、MIT が共同で設立したオンライ

ン授業配信プラットフォームであり、約 75

の教育機関ならびに企業・団体が参画、600

以上のコースに約 500 万人の学習者が登録し

ています。日本国内では、本学の他に京都大

学、東京大学、大阪大学、東京工業大学の 4

大学が加盟しています。 

 

その第一弾講座として、理工学術院・柴山

知也教授による”Tsunamis and Storm Surges: Introduction to Coastal Disasters”を 2016 年 1

月 18 日より配信し、Introduction を含めて 7週間にわたり、3月 21 日まで開講しました。約 2,500

名の登録があり、このうち講座に参加した学習者は 500 名前後で推移しました。参加者のうち、最

後まで講義動画を視聴し、課題を提出した割合は 80％近くに達しました。edX の平均は 30％とされ

ており、同講座の参加率はかなり高い水準であり、実際にディスカッションでも活発な意見交換が

見受けられました。 

 

同講座の最終課題として、柴山教授が「も

っとも避難訓練の計画を立てづらい条件が

そろっている」とされている鎌倉市の避難計

画を立てることとしました。柴山教授は「早

稲田の災害研究の成果を基礎的な理論とと

もにわかりやすく説明したい。これまでの研

究から蓄積してきた減災の知識を世界に広

くに発信し、海岸を有するすべての国と、津

波研究をはじめとする災害研究の国際的な

ネットワークを形成したい。すでに柴山研究

室には多くの留学生が学びに来ており、多く

の卒業生がそれぞれの国に帰国してからも大学や研究所で研究活動を続けたり、政府機関で勤務し

たりと学んだ知識を自国の減災政策につなげている。このオンライン講座を通して、日本まで留学

に来られない学生にも、知識を発信し、減災研究に取り組むきっかけにしてもらいたい」と熱意を

語っています。 

 

また、米国の Jack Kent Cooke 財団は、同講座の修了を 13 才の中学生を対象とした奨学金の申

請条件の一つとして挙げました。 

 

今後の計画としては、第二弾講座以降も魅力のある講座を制作し、早稲田大学の独自性や高いレ

ベルの研究成果を世界に向けて発信していきます。 
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２．国際化の次なる段階を生き抜くグローバル人材の育成 

１）グローバル人材の育成 

 
（１）CCDL・サイバーゼミの新たな展開 

 Cross Country Survey 

2015 年度授業より、2014 年の CCDL Teachers Workshop にてアイデアが出された、すべての

参加大学で共通の設問を使い、学生による授業の評価を行う「Cross Country Survey」を実施

しました。今後、分析結果をもとに、質問項目の見直しと更なるプログラムの改良につなげて

いきます。 

 

 第 7回 CCDL Teachers Workshop 開催 

 2015 年 8 月 20 日、早稲田大学にて第 7 回 CCDL Teachers 

Workshop を実施し、Cross-Cultural Distance Learning（CCDL）

科目を円滑に運営するために担当教員間の意識あわせおよび教

授法や教材に対しての情報共有・意見交換を行いました。 

ワークショップでは、午前中に各大学の担当教員より、各大学

における CCDL 科目の位置づけについてプレゼンテーションを行

い、午後は年に 2回実施している CCDL 国際学生会議のテーマや

教材の改訂内容に関するディスカッションを実施しました。また、

早稲田大学の教員からは 2015 年春学期の学生アンケートの結果

の報告や異文化コミュニケーションの分野で実施・研究されてい

る調査モデルを参考とし、CCDL アンケートを新たに開発する提

案を行いました。 

今後、ワークショップで議論した内容をもとに、早稲田大学の

担当教員による教材の改訂や CCDL アンケートの新たな開発が進

められます。 

 

＜参加大学＞高麗大学（韓国）、延世大学（韓国）、上海交通大学（中国）、 

大連理工大学（中国）、淡江大学（台湾）、南台科技大学（台湾）、早稲田大学 

 

 CCDL 国際学生会議 

 5月、12月には、CCDLに参加している早稲田クラスと各大学をビデオ会議システムで接続し、

通常の授業の枠を超えて国際学生会議を開催しました。各大学の代表学生が決められたテーマ

でプレゼンテーションを行い、その後ディスカッションを行いました。活発な意見交換が行わ

れ、通常の授業では交流のない国や地域の学生同士が異文化理解を深める有意義な機会となり

ました。 

 

＜参加大学＞上海交通大学（中国）、大連理工大学（中国）、 

淡江大学（台湾）、南台科技大学（台湾）、 

延世大学（韓国）、高麗大学（韓国）、早稲田大学 

 

＜テーマ＞ 

第 9 回（2015/5/26）：Education and Profession: What does 

getting a university diploma mean to you? 

第 10 回（2015/12/1）：Challenges for our generation 
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 サイバーゼミ World Englishes and Miscommunication 運営支援 

海外大学との共同遠隔講座「World Englishes and Miscommunication」では、アジアを中心に参

加各国の教員が自国の英語の特徴や文化的背景に関するオンデマンド講義を実施しています。海外

の教員・学生が参加するＴＶ会議によるライブセッションを通じて、学生がオンデマンド講義で学

んだことを基に、英語によるプレゼンテーションやディスカッションを行い、実践的なコミュニケ

ーション能力の向上を目指しています。 

2015 年度は、担当教員がグローバルエデュケーションセンター・近藤悠介准教授に変更となり、

プログラム全体の見直しを行いました。また、教室は 3 号館 2 階 CTLT Classroom を使用し、担当

教員自身がカメラ操作などを行うなど、積極的に ICT の活用を行いました。 

 

＜参加大学＞高麗大学（韓国）、韓南大学（韓国）、文藻外語大学（台湾）、マカオ大学（マカオ）、

淡江大学（台湾）、デラサール大学（フィリピン）、早稲田大学  

＜参加者数＞海外：250 名、早稲田 49名、計 299 名 
 

（２）オンラインプレゼンテーションコンペティション 

 The 4th Japan Korea Global Presentation Competition 

早稲田大学と韓国・高麗大学が共催し、英語によるプレゼンテーションコンテストを実施しまし

た。 

【決勝大会】 

第 4 回となる今回は、高麗大学のサムスンホールにて 2015

年 9月 17 日に開催しました。テーマは、「Korea and Japan: 

Building Bridges for the Future」。日本、韓国それぞれが

抱える社会的問題を取り上げ、若い世代の連携による解決策

の提案を行いました。決勝大会では、各チーム堂々と発表を

行い、見事早稲田チームの優勝で幕を閉じることができまし

た。惜しくも受賞を逃したチームも含め、会を重ねるごとに

参加学生の英語力やプレゼンテーションスキルが向上して

きています。第 5回からは会場を早稲田大学に移し、さらに

レベルの高いコンペティションとなるよう継続していきま

す。 

順位 チーム名 発表テーマ 

優勝 Eikan Shu（早稲田大学） A suggestion for overcoming mutual 

misunderstandings and improving future 

relationships 

2 位 STYLE（高麗大学） Opening a Revolutionary Era of Fashion Built 

Around Asia 

3 位 HYM（高麗大学） Asian Renewable Energy Development Agency 

DCC 特別賞 Team DIS Dreamers（高麗大学） TRAVEL BUDDY INITIATIVE 

審査員特別賞 

（早稲田大学） 

WISHers（早稲田大学） 二人の橋 

審査員特別賞 

（高麗大学） 

Tay and Niu（早稲田大学） Project N.O.W 

 

【スタディツアー】 

早稲田優勝チームは 2015 年 9月 18 日～21 日にかけ、韓国を訪問しました。現地では、高麗大学

と延世大学の野球対抗戦を観戦するなど、高麗大学の学生とともにフィールドワークを実施しまし

た。2016 年 1 月 28 日に開催した DCC フォーラムでは、現地視察などを通して学んだことが参加学

生より報告され、JKGPC の大会やスタディツアーを通した考察が発表されました。  
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 Waseda Vision 150 Student Competition 

早稲田大学の新たな中長期計画「Waseda Vision 150」に

対して、学生から大学への具体的な施策の提案を募り、日

本語プレゼンテーションコンテスト形式で競う「Waseda 

Vision 150 Student Competition」を実施しています。 

2014 年度の第 3回より、DCC はオンラインプレゼンテーシ

ョンコンテストのノウハウの提供だけでなく、協賛という

形で支援しています。 

Student Competition で提案された企画のうち、以下のも

のを具体的な企画として実行しました。 

 

【実行した Student Competition 企画】 

・高校生なび（第 1回大会「高校生ナビ」企画 「高校生ナビ

～学生出張型トークライブ～」） 

・どらま館再建（第 1 回大会「チーム・シアター早稲田」企

画 「どらま館に変わる新たな劇場の建設を！」） 

・W Space（第 1回大会「チームわせ女」企画「人×人＝無限

大」） 

・Web 番組「早稲田の杜」（第 2回大会「学芸の杜」企画「Web 番組早稲田の杜」） 

 

2016 年 3 月 14 日には、第 4 回の決勝大会も予定されました。第 4 回には、23 チームから予

選コンテンツが出品され、以下の 8チームが決勝大会に進出しました。 

 

【第 4回決勝大会進出チーム】 

チーム名 概要 

Waseda Sisters 女性のグローバルリーダー育成に焦点を当てた新たな融合施設 Women’s 

Café の設立を提案。キャリア支援やコミュニティ形成により、早稲田大学

の女子学生が在学中、卒業後も活躍できる仕組みを提案。 

リーディング実体情報学 ①現場体験→②問題発見のための議論→③問題解決のための議論⇔④フ

ィードバックのフローに基づいた、全学融合の演習科目「イノベーション

実践演習」の新設を提案。 

WasedaStartup ○長期インターンで単位取得を可能に ○プログラミングを語学/数学科

目として認定 ○ベンチャーキャピタルの設立 それらを支える施設

Waseda Startup Lab の提案 

田舎の西北 地方と早稲田に人材の循環を作ることを目標に、地方で活躍する早稲田大

学 OBOG を巻き込んだプログラムを構築し、早大生に地方就職という選択

肢を提案。 

早大生弁茶食堂  早大生の主体性向上を目的に、食堂を舞台にし、企業、生協、大学間の

架け橋を学生が担い、これらの組織が一つになって、大学をより良いもの

にしていこうという企画。 

WASEDA に住もう！ 外国人留学生が日本人学生の家にホームステイをする「学内ホームステ

イ」の提案。早稲田に新しい交流を形成することを目指す。 

Team IMSE 大学内に無料レンタル自転車を設置し、他キャンパスで行われる授業・サ

ークルへの参加を容易にし、学生間の交流を深め、早大生の多様性を高め

ることを目指す。 

AM1 時 50 分 在校生と校友のかかわりを強め、両者が共有する早稲田愛で串団子のよう

につながる、串早稲田大作戦の提案。 
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3.産学連携による知の国際連携 

１）産学連携と社会貢献 
産学交流フォーラムの定期的な開催や国内外における視察調査などを通じ、早稲田大学と会員企

業の方々との連携を強化しました。 

 

（１） 会員企業との連携強化 

 DCC 産学交流フォーラム 

「産学交流フォーラム」の定期開催、大学による定期的な情報提供、国内外における視察調査

などを通じ、早稲田大学と会員企業との連携を強化しました。 

第１回（4月 21 日） 「MOOCs～新しい高等教育の潮流～」 

MIT／東京大学教授 宮川 繁 

MIT 教授 Eric Klopfer 

第２回（5月 29 日） 

 

「第 3回 WASEDA e-Teaching Award 表彰式兼講演会」 

受賞者 7名による受賞事例に関する講演、講評 

第３回（7月 14 日） 「教育現場における ICT 活用の可能性について」 

早稲田大学 人間科学学術院准教授 森田 裕介 

第４回（9月 14 日） 「しあわせに生きるための心理学 ～アドラー心理学入門」実地報告 

早稲田大学 人間科学学術院教授 向後 千春 

特別セミナー（11 月 25 日） 「クリッカーを活用したピアインストラクションの実践と評価」 

学芸大学 教育学部教授 新田 英雄  

第５回（12 月 22 日） ＜共催＞「『次世代 e-learning』公開フォーラム」 

早稲田大学 大学総合研究センター教授 吉田 大輔 

青山学院大学 経営学部教授 玉木 欽也 

第６回（1月 28 日） 「The 4rd JKGPC 韓国スタディツアー報告」 

チーム名：Eikan Shu、WISHers、Tay and Niu 

   

   
【第３回 森田准教授による 

ワークショップ】 

【第４回 向後教授による講演】 【第６回 学生による報告】 
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 海外視察調査 北京 

アジア各国の教育機関・企業における先進的な ICT 活用教育事例、産学連携の成功事例を調査し、

DCC の活動や方向性に対する示唆を得るとともに、会員企業の新たなビジネスチャンス獲得に繋が

ることを企図した海外視察調査を年に 1回実施しています。 

2015 年度は北京を訪問し、先駆的かつ積極的な取り組みを視察しました。 

 

【日程】 

 2016 年 1 月 10 日（日）～1月 13 日（水） 

 

【目的】 

1）MOOC をはじめとした教育内容公開に関する動向調査 

2）ICT を活用した「対話型、問題発見・解決型授業」や反転授業などの先進的な教育方法の調査 

3）ラーニング・コモンズ等情報インフラ、教室環境等に関する調査 

 

【訪問先】 

 北京大学オンライン教育オフィス、スタンフォード大学北京センター、 

清華大学オンライン教育オフィス、中国大学 MOOC、edX 中国 

 

【参加者】24名 

 視察団長：橋本 周司（早稲田大学副総長、理工学術院教授） 

メンバー：DCC 会員企業 6 社（※）、早稲田大学教職員、DCC 事務局 

※ソニービジネスソリューション(株)、パナソニックシステムネットワークス(株)、 

日本電気(株)、(株)東和エンジニアリング、アルファコンピュータ（株）、 

伊藤忠テクノソリューションズ（株） 

 

【視察概要】 

 北京大学、清華大学、中国大学 MOOC での視察を通じて、中国の高等教育機関における MOOC の現状を

知ることができました。それぞれの機関における MOOC への取組の目的、手法が異なる一方、その背景

に中国独特の高等教育事情やインターネット事情があることも理解できました。特に、清華大学の MOOC

（学堂オンライン）は、清華大学の講座に加えて海外の優れた MOOC コンテンツをローカライズ（中国

語化および中国国内サーバへの移植）していること、また、高等教育機関や企業のニーズに応えて SPOC

（Small Private Online Course）を提供し、同サイト全体の価値向上を図っていること、更に、こう

した活動を会社組織として運営していることを知ることができました。今後、日本において早稲田大学

がどのように MOOC と関わるか検討する際の参考となる視察となりました。 

 

 
【北京大学：会議の様子】 

 
【スタンフォード大学北京センターにて】 

 
【清華大学：スタジオ見学】 
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 国内視察調査１ 九州大学 情報統括本部 「学生 PC 必携化の取り組み」 

 

【日程】 

 2016 年 2 月 12 日（金） 

 

【目的】 

 ・早稲田大学におけるコンピュータルーム設置・更新および無線 LAN 整備の検討において参考となる

情報を収集する。 

 ・特に方針の策定や学内調整、学生への広報・教育において工夫した点や課題について調査する。 

 

【参加者】8名 
氏名 所属 氏名 所属 

酒井 哲也 早稲田大学情報企画部 塚本 雅久 日本電気(株) 

大庭 慎二 早稲田大学情報企画部  有村 豊成 パナソニックシステムネットワークス(株) 

松澤 裕司 早稲田大学情報企画部 田中 照久 (株)東和エンジニアリング 

上野 雅之 早稲田大学情報企画部 安田 博之 伊藤忠テクノソリューションズ(株)  

 

【視察概要】 

九州大学対応者 

藤村 直美（九州大学大学院芸術工学研究院教授、情報統括本部長、副理事、副 CIO） 

久志 昇（九州大学情報統括本部） 

平川 新（九州大学情報統括本部 情報システム部情報基盤課 情報基盤グループ教育支援担当） 

 

 ・2013 年度新入生から PC を必携とし、段階的に学内の PC ルームを廃止し、2017 年度には全廃する

予定である。 

 ・PC ルーム不足、各学部・学科のカリキュラムに沿った PC 環境整備の難しさ、PCルームの維持コス

ト増を解消するために PC必携化の導入を検討し始めた。 

 ・総長・理事の理解を得て、トップダウン型で推進したため、学内の合意形成は比較的スムーズに進

められた。ただし、一部の本部組織との打合せでは反対意見が多数出たが何度も説明し、理解を得

た。 

 ・現場の教員へ話が伝わっていないこともあり、全 16 部局（学部）で個別説明会を開催した。 

 ・PC 必携化の事前準備として、ソフトウェア（マイクロソフト Office、ウィルス対策ソフト）の一

括契約、無線 LAN、ファイアウォールの整備を進めた。 

 ・学生には合格通知と一緒に PC必携およびその講習会に関する連絡をしている。 

 

 
【会議の様子】 

 
【情報統括本部前での集合写真】 
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 国内視察調査２ 熊本大学 大学院 社会文化科学研究科 教授システム学専攻 

 

【日程】 

 2016 年 2 月 12 日（金） 

 

【目的】 

 ・早稲田大学における大学院版 eスクールの検討において参考となる情報を収集する。 

 ・特にオンデマンドを前提とした研究指導、論文指導におけるノウハウや課題について調査する。 

 ・体制面、システム面において工夫している点や課題について調査する。 

 

【参加者】10 名 
氏名 所属 氏名 所属 

大野 高裕 早稲田大学 （理事） 清水 大輔 早稲田大学総長室経営企画課 

森田 裕介 早稲田大学大学総合研究センター 武藤龍之介 日本電気(株) 

足立 心一 早稲田大学情報企画部 萩原 恒 ソニービジネスソリューション(株) 

永間 広宣 早稲田大学情報企画部  山際 和博 パナソニックシステムネットワークス(株) 

鈴木 啓太 早稲田大学教務部  中間 健次 (株)東和エンジニアリング 

 

【視察概要】 

熊本大学対応者 

中野 裕司（熊本大学総合情報統括センター教授） 

松葉 龍一（熊本大学 eラーニング推進機構准教授） 

 

・10 年前に eラーニングの専門家養成を目的とし、インストラクショナルデザインに基づいた教授法を

専門とする大学院として発足した。 

・カリキュラムは 100 項目にもおよぶコンピテンシーに基づいて設計されている。 

・動画はほとんど利用せずテキストベースの教材とピアレビューを中心とした運用。研究指導はかなり

手をかけているがその分アウトプットのクオリティは高い。 

・e ポートフォリオの活用や、ストーリー型カリキュラム（SSC）など海外大学の事例を参考に特徴的な

教育を行っている。 

 

【会議の様子】 
 

【ストーリー型カリキュラムのイメージ】 
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 広報部会 

 

【目的】 

   DCC の成果を学内外に効果的に周知するための広報戦略を検討し、実行する。 

 

【2015 年度目標】 

①日本 eラーニング大賞へのエントリー 

②e-Learning Award 2015 フォーラムにおけるスポンサー講演の実施 

 ※アカデミックスポンサー 

③新たな広報手段の検討 

 

【2015 年度体制】 

 部会名 座長 副座長 メンバー 

広報部会 NEC PSN 
SBSC、東和エンジニアリング、DCC 事務局 

（CTC,アルファコンピュータ） 

 

【2015 年度活動概要】 

 ①日本 eラーニング大賞にエントリーした。 

タイトル 早稲田大学の教育公開プラットフォーム『Waseda Course Channel』 

応募者 デジタルキャンパスコンソーシアム（NEC/早稲田大学） 

選考結果 惜しくも書類選考にて落選 

 

②e-Learning Award 2015 フォーラムにてアカデミックスポンサー枠で講演を行った。 

 タイトル 

 

次世代型産学連携共同体『早稲田大学デ

ジタルキャンパスコンソーシアム』 

講演者 

永間 広宣（早稲田大学） 

草野 厚生（パナソニックシステムネッ

トワークス株式会社） 

 

【VSS アプリ『World Englishes』の紹介】 
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２）社会貢献活動 
 

 大学・社会連携プロジェクト － NPO 法人 実務能力認定機構（ACPA） 

他大学への ACPA 活動の認知度向上のため、大学マネジメント・業務スキル基準表(以下、大学ス

キル基準表という)の拡充と活用促進を重点施策とし、業務改革手法の紹介ならびに大学職員の能

力開発に役立つ研修の講座認証化に取り組むことで、大学職員の業務効率化・人材育成を支援しま

した。 

 

【普及・啓発活動】 

ACPA 認証認定制度の周知のため、積極的に情報発信を行うとともに、業務効率化・人材育成に関心が

高い大学との接点を深めることに努めました。 

 ○2015年度は下記6大学からの要請により大学スキル基準表データを提供し業務改革を支援しました。 
2015 年度 6 大学 九州保健福祉大学、山口大学、新潟薬科大学、畿央大学、関東学院大学、福井大学 

2014 年度 4 大学 岡山大学、東京電機大学、九州工業大学、共立女子大学 

2013 年度 4 大学 國學院大學、武蔵野大学、岡山理科大学、立命館大学 

 ○外部 SD（Staff Development）セミナーでの広報活動 

  ・筑波大学大学研究センター主催 大学マネジメントセミナー 参加者：大学職員 120 名 

  ・早稲田大学アカデミックソリューション主催 SD セミナー   参加者：大学職員 30 名 

 ○日本教育工学会 教育工学選書『職業人教育と教育工学』に「職業人教育の認定評価」を出稿掲載 

 

【調査・研究事業】 

 ・文部科学省による SD義務化施策について調査活動を行いました。 

 ・大学職員研修として活用可能な企業提供講座の内容と講座認証化について調査活動を行いました。 

 ・早稲田大学 SGU「大学職員のコンピテンシー体系と研修体系の構築」（WAS 受託業務）を支援しまし

た。この成果は、大学職員業務に関するスキル基準表に活かして参ります。 

 

【実務能力基準表整備事業】 

 ○大学マネジメント・業務/基礎(知識・能力)編の作成・公開 

大学職員が業務を遂行する上で求められ

る知識・能力の可視化・体系化は、組織内

での共有化と各自の習得を促し、人材育成

計画にも活かすことができます。この基準

表に基づき、各種 SD 研修の講座認証が可

能です。既に公開済の大学スキル基準表と

一体的に運用することで、大学職員の業務効率化・人材育成を支援するツールとし

て機能します。 

○IT分野の基準表の大幅改訂 

  同基準表の技術的スキル体系は、情報通信分野の専門家の意見を参考にして、ACPA 独自に構成して

おりましたが、大学科目と親和性が高い、「情報専門学科におけるカリキュラム標準 J07」および

IT 系企業での活用が見込まれている「IPA 共通キャリア・スキルフレームワーク」を参考・引用し

た構成で見直しを行いました。 

 

【認証・認定事業】 

・早稲田大学グローバルエデュケーションセンター(GEC)および韓国・高麗大学に設置された ACPA 認

証講座の履修合格者に対しスキル認定証明書を発行しました。 

・大学マネジメント・業務/基礎(知識・能力)編に基づく大学職員研修(11 講座)の認証を行いました。 

 

【今後の展望】 

全国の大学経営幹部に対し、大学スキル基準表の周知活動を強化し、大学への浸透を図ることにより、

人材育成に寄与するとともに、大学および運営関係機関等との win-win 関係を構築します。 
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これまでの成果 

DCCの活動から始まり、正規授業として定着した教育プログラムの状況 
 

 インターネットオンデマンド授業 

学生がいつでも、どこからでも、何度でも受講できる授業形態の導入 

 

オンデマンド授業クラス科目数推移 
  2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 

通学制 398 441 456 517 484 446 442 439 474 537 

e スクール 313 395 439 508 535 545 519 553 489 427 

合計 711 836 895 1,025 1,019 991 961 992 963 974 

オンデマンド授業科目履修者数推移 
  2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 

通学制 19,765 19,127 23,051 25,811 30,551 33,152 38,113 42,342 45,034 47,644 

e スクール 6,460 7,045 8,137 9,093 9,049 8,200 7,762 7,739 7,524 7,159 

合計 26,225 26,172 31,188 34,904 39,600 41,352 45,875 50,081 52,558 55,037 

 

 

 

 Tutorial English 

4 人 1組の少人数レッスンによる徹底したコミュニケーション能力の育成 
  2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 

受講者数 約 9,500 約 9,500 約 8,200 約 8,500 約 8,400 約 8,100 約 8,000 約 7,800 約 7,000 約 7,500 

 

 

 

 

 異文化交流実践講座（Cross-Cultural Distance Learning） 

海外提携校のパートナーとのリアルタイムオンラインチャットによる異文化交流 
  2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 

受講者数 3,416 5,305 6,378 7,359 7,965 7,828 7,200 7,499 7,441 5,530 

内

訳 

早稲田 2,235 3,211 3,379 3,477 3,543 3,574 3,306 3,525 3,574 2,919 

海外 1,181 2,094 2,999 3,882 4,422 4,254 3,894 3,974 3,867 2,611 
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◆理事会  

 会長 大野 髙裕 早稲田大学 理事 理工学術院教授 

 副会長 田中 誠 ソニービジネスソリューション(株)  執行役員 営業・マーケティング部門長 

 理事 佐々木 宏 (株)東和エンジニアリング 常務取締役営業統括本部長 

  佐藤 誠 日本電気(株) 執行役員 

  松川 和義 パナソニックシステムネットワークス (株)  執行役員 

  深澤 良彰 早稲田大学 図書館長 理工学術院教授 

  根本 進 早稲田大学 総務部長 

◆運営委員会  

 委員長 足立 心一 早稲田大学 情報企画部事務部長 

 副委員長 塚本 雅久 日本電気（株） 第一官公ソリューション事業部 マネージャー 

 委員 山形 裕之 ソニービジネスソリューション（株） 文教ソリューション営業部 統括部長 

  今西 雅也 パナソニックシステムネットワークス（株） 

ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ 教育・医療部 部長 

  則松 秀昭 （株）東和エンジニアリング 教育ソリューション 営業部 マネージャー 

 顧問 中野 美知子 早稲田大学 名誉教授 

                                                 （2016 年 3 月 30 日現在）  

 

 ◆ 幹事会員  

 ソニービジネスソリューション（株） 日本電気（株） 

 （株）東和エンジニアリング パナソニックシステムネットワークス（株） 

 ◆ 準幹事会員  

 アルファコンピュータ（株） 伊藤忠テクノソリューションズ（株） 

 ◆ 一般会員  

 （株）内田洋行 東通産業（株） 

 （株）エバーグリーン・デジタル・コンテンツ 日本アイ・ビー・エム（株） 

 （株）クレドスペース ネットワンシステムズ（株） 

 （株）ザイニックス 富士ゼロックス（株） 

 （株）J ストリーム レノボ・ジャパン（株） 

 シスコシステムズ合同会社 ワールドビジネスセンター（株） 

 ジャパンメディアシステム（株） （株）早稲田大学アカデミックソリューション 

  以上、20 社（2016 年 3 月 30 日現在） 

 

 

 

 

  

会員企業一覧 

運営体制 



 

 

 

 

 早稲田大学デジタルキャンパスコンソーシアム事務局 

〒169-8050 東京都新宿区戸塚町 1-104 

早稲田大学早稲田キャンパス 24 号館 4 階 

電話：03-3203-6314 

FAX: 03-5273-4396  

Email: dcc@list.waseda.jp 

URL: http://www.waseda.jp/dcc/ 

 
 
 

 


